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Cymbidium mosaic virusおよび Odontoglossum
ringspot virusの伝搬に関する 2，3の実験牢










ろう. Jensen (1951)は米国の Californiaで検査した Cymb.Alexanderi 'Westonbirt' 
のすべてがモザイク病に侵され， また古くから栽培されている Cymbidiumの70%がウ
イルス病で、あったことを記述している. わが国でも古くから栽培されている Cymbidium





稿を草するに当り， 終始御指導を賜わった井上忠男助教授に心から感謝の意を表する. また Cym-
bidiumや Cattleyaの実生菌を提供された倉敷市河野新一郎氏に厚〈御礼申上げる.
実験材料および方法
一般にウイルス病の発生が多い CymbiQiummosaic virus (CyMV)とOdontoglossum




CyMVでは Daturastramonium， ORSVでは Tetragoniaexpansaを用し、，適宜タバ






























































ウイルス CyMV ORSV 
Cymbidium Cattleya Cymbidium Cattleya 
10/10 10/10 1/10 10/10 
6/8 1/8 4/8 3/4 
5/5 5/5 5/5 5/5 












第2表に示すように， ウイルスの潜伏期間は CyMVが ORSVより短かく， また植物
第2表 CymbidiumおよびCattleyaにおける CyMV並びにORSVの潜伏期間
接種からの日数
ウイノレス 接種植物 1 26 51 7610t 1151201251301351401 調査数
I 1 I I I I I I 
25 50 15 1∞150 200ぉo3∞350 4∞500 
Cymbidium 2 16 6 1 一 25 CyMV 
Catt1eya 10 10 20 一 ー
Cymbidium 。1 1 1 3 7 1 5 2 1 4 26 
ORSV 
Cattleya 5 10 5 一 一 ー 20 
初発病徴の記録は接種業および全身感染のいずれかによる.
最短日数はいずれも接種糞に現われた病徴の場合であり， CyMVでは Cymbidiumで18日.
Catt1eyaで9日， ORSVでは Cymbidiumで28日， Catt1eyaで9日であった.
-90ー
では Cattleyaが Cymbidiumに比べて短かかった. CyMVについてみると， Cattleya 
ではほぼ 3~5 週間であったが， 早い場合9日で接種葉に病徴を現わし， Cymbidiumで
















t1eya の痛株から植込材料の水苔を取出し，これを 1 鉢当り 150~2ooml の殺菌水で 20分
間漫漬洗糠し，ガーゼでしぼって櫨過した.この櫨過水を低速遠沈した後， 7，5oog 20分
間と 70，∞Ogの60分間の分画遠心を2回反覆して，少量の沈澱物を得た.沈澱物は0.02












ウイノレス CyMV ORSV 
粒子病原性粒子病原性試料
????? ???? ?? ?? ??? ? + + + 













A: Cymbidium mosaic virus 
B: Odontoglossum ringspot virus 











ウイルス CyMV ORSV 料の電子顕微鏡観察およびそれ
根の位先端(mかmら) I I E 
の部 粒子病原性粒子病原性粒子病原性
ぞれの根片をすりつぶした搾汁
の検定植物への接種試験を行っ。-'5 + + + + た.
5-10 + + + + + + 第4表に結果を示すように，
10-ー15 + + + + + + 
15-20 + + + + + + 根の先端の切口からの試料には
20-25 + + + + + + ウイルス粒子が認められなかっ
25-30 + + + + + + た場合があったが，別の試料で
30-40 + + + + + + は検出された Dip法で作製し










物を 10分間または 1-2時間吸汁させ，健全植物の幼苗1株に 30匹宛移した.ダニ(禾
同定)では病植物上に自然発生しているものを 20-30匹宛健全植物の幼苗に移し， 3日
間飼育した.アブラムシは Cymbidiumを初め吸汁していたが.それも長く定着せず， 1 
日後には逃亡するものが多かったので，きらにくり返して 2回新しいアプラムシを補充し


























ウイル'ス CyMV ORSV 
粒子病原性粒子病原性検査部位
が〈片 (Sepal) + + 
花弁 (Petal) + + 
屠弁 (Lip) + + 
芯柱(Column) + + 
ゃく (Anther) + + 
花粉第 (PolUnium) 一

















交雑ウイルス 親 品 種 名
Flのウイルスの発生調査
調査繰数 CyMV ORSV 
Cymbidium Ostrich (~) 
1372 。。
A iCYMV Cymbidium Ostrich (~) 
B icYMV 
Cymbidium Khyber Pass • Jaram' (~) 
1415 。。
Cymbidium A/exanderi • Weltoubirt • ( ~) 
Cymbjdium Khyber Pass • Elegance • (~) 
2035 。。C iCYMV Cymbidium A/exanderi • Westoubirt • (~) 
実験結果は第6表に示す. 交雑A.Bに見られるように， 親株が CyMVの場合1372







がすでに報告されている (1，5)ので，これを CyMVゃ ORSVについて調べた.
病葉汁液の最終希釈倍数が却倍になるように，実験Aでは4倍希釈の病汁液の一定量
に，水と 3%TSOP液を種々の割合に混合した.TSOP液の混合割合は最終希釈液量に対
し，10， 20， 30， 50および80%用量とした.実験Bでは混合 TSOPの浪度を3%，4 
%. 5%液とし， これを実験Aと同ょう病汁液の最終希釈液に対し， それぞれ却箔と50
%の割合に混合した.病汁液と















30 50 80 の結果は第7表に示す.。 。 。第7表Aの結果によれば，
88 14 o CyMVは病葉汁液に3%TSOP
( - -- ._~. ~_. _. ...•. --_.-液を 10%以上混合することにI NaSP04の漫度と病汁液に対する混合割合 一
| よって 完全に不活化された.
1ウイルス濃度 0% 3 4 5 
| 圃 A 一一一一一一一一一一一一一一一一一 ORSVは3%TSOP液によっ
I :=豆 0，" 20 田 20 50 20 田B1 割合 てかなり病原性を消失したが，l cyMV 1m 0 0 0 0 0 0印苑混合でもわずかに病原性





も. CyMVは実験Aと同ょう TSOP液の混合によって完全に不活化された. ORSVでは
3%および4%のTSOP液の印忽混合でもわずかに病原性を残したが. 5%液の印%混
合ではウイルスの完全な不活化が認められた.












やすいことに関係があるように思われる.このような切傷法によって， Murakishi (1952) 
は Vandamosaic virusが60%. Jensen (1953)は CyMVが1∞%近く伝染されたこ
とを報告している. 汁液接種では CyMV，ORSVとも高率に感染したが， ORSVだけは






























る (2，11， 12). TMVや CGMMVの場合，器具の消毒剤として N句PO，が有効であり
(1， 5)， その効果はその高い pHによるウイルスの破嬢作用と考えられる(5). 本報の
実験でも， Na3PO，は CyMVや ORSVに対して不活化作用があり，汚染された手指や錯
具の消毒効果があることが認められた.従って器具は 1 株ごとに 3~4%の Na3PO，液に
浸漬L，つぎつぎと消毒済のものを使用することが，本病の予防上有効であると考える.
繍 要
























1. Broadbent， L. 1963. The epidemiology of tomato mosaic. 111. Cleaning viruB from 
hands and tools. Ann. appl. Biol. 52 : 225-232. 
2. 井上成信.1964→6. ランのウイルス病について. I-lII.日本蘭協会誌 10:6ー 10，11: 
1-4)， 12: 2-5. 
3. Inouye， N. 1966. A virus disease of Cymbidium caused by Odontoglo8sum ringspot 
virus. Ber. Ohara Inst. landw. Biol. Okayama Univ. 13 : 149-159. 
4. 井上成信.1967. Cymbidium mosaic virusおよび Odontoglo8sumringspot virusの
伝搬に関する 2，3の実験.日櫨病報.23: 93. 
5. 井上忠男.井上成信，麻谷正義，光畑輿二.1967. キュウリ緑斑モザイクウイルスに関する
研究. 1II.伝織に関する 2，3の実験.農学研究.51: 187-197. 
6. Jensen， D. D. 1951. Mosaic or black streak disease of Cymbidium orchids. Phy-
topath. 41 : 401-414. 
7. Jensen， D. D. 1953. Virus diseases of Cymbidiums. Amer. Orchid Soc. Bull. 22: 
8∞--804. 
8. Jensen， D. D. 1955. Orchid disorders， with special reference to virus diseases. 
Amer. Orchid Soc. Bull. 24 : 75ふー 766.
9. Jensen， D. D. and Gold， A. H. 1952. Virus diseases of orchids in California. Phy-
topath. 42 : 12. 
10. Jensen， D. D. and Gold. A. H. 1955. Hosts， tran8mission， and electron micro9copy 
。fCymbidium mosaic virus with special reference to Cattleya leaf necrosis. Phy-
topath. 45 : 327-334. 
11. Kado， C. 1. 1964. Virus， Villains of orchid disorders. Amer. Orchid Soc. Bull. 
33 : 943-948. 
12. Kado， C.1. 1964. Cymbidium mosaic: symptomatology and properties of the virus. 
The Orchid Digest. Apr. 164-168. 
13. Murakishi， H. H. 1952. A mosaic of Vanda orchids. Phytopath. 42 : 178--182. 
14. Murakishi， H. H. 1952. Transmission of a leaf mo鎗 icassociated with color break 
泊 thefiowers of D，ndrobium sup，rbum Reichb. f. Phytopath. 42 : 339-340. 
15. Thornberry， H. H. and Phillippe， M. R. 1964. Orchid disease: Cattleya blossom 
brown necrotic streak. Plant Dis. Rep. 48 : 936-1964. 
-97ー
